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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第40期

第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 3,811,486 4,148,052 16,855,654

経常利益 (千円) 339,473 566,203 2,340,310

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 269,128 448,955 1,682,368

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 253,269 440,583 1,936,273

純資産額 (千円) 24,766,899 26,392,356 26,264,892

総資産額 (千円) 33,783,436 34,645,052 34,086,056

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.47 14.08 52.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 8.41 14.01 52.53

自己資本比率 (％) 72.8 75.7 76.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間の概況は次のとおりであります。

本2015年度を起点とする５ヶ年中期経営計画を策定し、その実現に向けた取り組みをスタートさせました。施策

の第１弾として、主力製品であるヒト成長ホルモン製剤「グロウジェクト」および腎性貧血治療薬「エポエチンア

ルファＢＳ」の販売促進強化、ならびに自社技術を生かした事業開発・ライセンス機能強化を目的とした組織改革

を実施いたしました。

また、造血幹細胞移植後の急性移植片対宿主病（急性ＧＶＨＤ）の治療薬として昨年９月に製造販売承認を申請

したヒト間葉系幹細胞（ＭＳＣ：開発番号ＪＲ－０３１）の承認取得に向けて注力するとともに、細胞治療・再生

医療領域という新しい分野での製品上市に向けて販売体制の構築を図りました。

さらに、当社独自の血液脳関門通過技術「J-Brain Cargo」の脳神経系治療薬創製への適用可能性を検討すること

を目的として、本年６月に大日本住友製薬株式会社との間でフィージビリティスタディ契約を締結いたしました。

今後も本技術も含めた自社技術のライセンスビジネス強化を図ってまいります。

研究開発面におきましては、希少疾病であるファブリー病の治療酵素製剤（開発番号ＪＲ－０５１）の臨床試験

を前期に引き続き実施中であるほか、長期持続型の腎性貧血治療薬のバイオ後続品（開発番号ＪＲ－１３１）、J-

Brain Cargoを利用したハンター症候群治療酵素製剤（開発番号ＪＲ－１４１）および持続型成長ホルモン製剤（開

発番号ＪＲ－１４２）をはじめとする各テーマの研究開発を進捗させました。

こうした一歩先をゆく研究開発を推進するため研究開発費が増加しましたが主力製品の販売促進強化の効果もあ

り、当社グループの売上高は41億48百万円（前年同期比３億36百万円増）となりました。

利益面におきましては、売上高の増収効果などにより、研究開発費７億１百万円（前年同期比１億19百万円増）

を吸収して、営業利益は４億55百万円（前年同期比２億42百万円増）、経常利益は５億66百万円（前年同期比２億

26百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億48百万円（前年同期比１億79百万円増）となりました。

セグメント別の状況は以下のとおりであります。

① 医薬品事業

医薬品事業におきましては、「グロウジェクト」および「エポエチンアルファＢＳ」は、前期に引き続き順調に

売上が伸長して、それぞれ23億86百万円（前年同期比１億10百万円増）および９億76百万円（前年同期比２億８百

万円増）となりました。このほか、抗がん剤原体および契約金収入が増収となったことなどにより医薬品事業の売

上高は40億45百万円（前年同期比３億73百万円増）を計上することが出来ました。セグメント利益につきまして

は、売上高の増収効果などにより研究開発費の増加を吸収して、４億46百万円（前年同期比２億54百万円増）とな

りました。

② 医療用・研究用機器事業

医療用・研究用機器事業の売上高は１億２百万円（前年同期比36百万円減）、セグメント利益（営業利益）は７

百万円（前年同期比11百万円減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は346億45百万円（前連結会計年度末比５億58百万円増）、負債合

計は82億52百万円（前連結会計年度末比４億31百万円増）、純資産合計は263億92百万円（前連結会計年度末比１億

27百万円増）となりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金が減少した一方で有価証券が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比

べ７億68百万円増加して179億59百万円となりました。固定資産につきましては、有形固定資産および投資有価証券

が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ２億９百万円減少して166億85百万円となりました。

流動負債は、未払金が減少した一方で買掛金および賞与引当金が増加したことなどにより、前連結会計年度末に

比べ３億89百万円増加して55億24百万円となりました。固定負債は、長期リース債務が減少した一方で長期借入金

が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ41百万円増加して27億28百万円となりました。

純資産につきましては、配当金の支払いがあった一方、四半期純利益を計上したことなどにより、前連結会計年

度末に比べ１億27百万円増加して263億92百万円となりました。

これらの結果、第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント低下し

て75.7％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は701,405千円（前年同期実績581,497千円）であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員の状況

当第１四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注および販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動および新たに確定した重要な設備の新設、除却等

はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 32,421,577 32,421,577
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 32,421,577 32,421,577 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 32,421,577 ― 9,061,866 ― 7,827,788
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 432,800
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

31,977,800
319,778 ―

単元未満株式 普通株式 10,977
 

― ―

発行済株式総数 32,421,577 ― ―

総株主の議決権 ― 319,778 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個が含まれておりま

す。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、資産管理サービス信託銀行㈱（信託Ｅ口）が所有する

100,000株が含まれております。また、「議決権の数」欄には、同社名義の完全議決権株式に係る議決権の

数1,000個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ＪＣＲファーマ株式会社

兵庫県芦屋市春日町
３番19号

432,800 ― 432,800 1.34

計 ― 432,800 ― 432,800 1.34
 

(注)　当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入に伴い、資産管理サービス信託銀行㈱（信託Ｅ口）（東京

都中央区晴海１丁目８番12号）へ自己株を拠出しております。なお、自己名義所有株式数については、平成27

年６月30日現在において信託Ｅ口が所有する当社株式100,000株を自己株式数に含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,137,461 1,221,250

  受取手形及び売掛金 5,203,535 4,524,416

  有価証券 3,735,997 4,743,893

  商品及び製品 1,522,844 1,661,181

  仕掛品 1,163,508 1,156,318

  原材料及び貯蔵品 3,715,196 3,749,361

  その他 712,494 903,053

  貸倒引当金 △12 △12

  流動資産合計 17,191,026 17,959,462

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,611,447 4,548,990

   土地 3,882,338 3,882,338

   建設仮勘定 135,011 88,540

   その他（純額） 2,983,103 2,930,052

   有形固定資産合計 11,611,900 11,449,921

  無形固定資産 75,242 69,163

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,891,136 3,848,390

   その他 1,339,665 1,341,028

   貸倒引当金 △22,915 △22,915

   投資その他の資産合計 5,207,886 5,166,504

  固定資産合計 16,895,030 16,685,589

 資産合計 34,086,056 34,645,052

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 534,008 1,043,316

  短期借入金 1,949,860 1,700,210

  未払法人税等 76,894 285,514

  賞与引当金 389,552 643,476

  役員賞与引当金 75,200 93,955

  その他 2,109,424 1,758,036

  流動負債合計 5,134,939 5,524,508

 固定負債   

  長期借入金 716,680 850,015

  債務保証損失引当金 374,920 371,430

  退職給付に係る負債 457,021 474,553

  その他 1,137,603 1,032,189

  固定負債合計 2,686,225 2,728,187

 負債合計 7,821,164 8,252,696
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,061,866 9,061,866

  資本剰余金 10,949,502 10,950,742

  利益剰余金 5,780,476 5,909,592

  自己株式 △571,078 △567,363

  株主資本合計 25,220,767 25,354,838

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 732,890 712,006

  繰延ヘッジ損益 11,077 12,974

  為替換算調整勘定 235,928 236,818

  退職給付に係る調整累計額 △99,363 △89,678

  その他の包括利益累計額合計 880,533 872,121

 新株予約権 162,956 164,722

 非支配株主持分 634 674

 純資産合計 26,264,892 26,392,356

負債純資産合計 34,086,056 34,645,052
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 3,811,486 4,148,052

売上原価 1,446,511 1,623,418

売上総利益 2,364,974 2,524,633

販売費及び一般管理費   

 販売費及び一般管理費合計 2,152,355 2,069,385

営業利益 212,619 455,248

営業外収益   

 受取利息 8,786 6,143

 受取配当金 13,386 12,402

 為替差益 798 2,726

 補助金収入 60,354 98,224

 貸倒引当金戻入額 48,947 －

 その他 5,995 2,735

 営業外収益合計 138,270 122,232

営業外費用   

 支払利息 9,915 8,599

 その他 1,500 2,678

 営業外費用合計 11,416 11,277

経常利益 339,473 566,203

特別利益   

 債務保証損失引当金戻入額 - 3,490

 特別利益合計 - 3,490

特別損失   

 固定資産処分損 384 17

 特別損失合計 384 17

税金等調整前四半期純利益 339,089 569,675

法人税、住民税及び事業税 38,270 244,121

法人税等調整額 31,596 △123,441

法人税等合計 69,867 120,680

四半期純利益 269,222 448,995

非支配株主に帰属する四半期純利益 93 40

親会社株主に帰属する四半期純利益 269,128 448,955
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 269,222 448,995

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △819 △20,883

 繰延ヘッジ損益 △1,463 1,896

 為替換算調整勘定 △22,133 890

 退職給付に係る調整額 8,463 9,684

 その他の包括利益合計 △15,952 △8,411

四半期包括利益 253,269 440,583

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 253,175 440,543

 非支配株主に係る四半期包括利益 93 40
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

当第１四半期連結会計期間の末日において、当社の取引先である㈱バイオマトリックス研究所の金融機関からの

借入金326,430千円(前連結会計年度末現在347,920千円)について債務保証を行っております。

また、上記以外に同社の金融機関からの借入金45,000千円（前連結会計年度末現在27,000千円）について、定期

預金45,000千円を担保に供しております。

なお、上記の当社が債務保証および担保提供を行っている同社の借入金残高の全額につきまして、債務保証損失

引当金を設定しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

減価償却費 310,925千円 327,036千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日
取締役会

普通株式 318,883 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

(注) １．配当金の総額には、株式給付信託制度における信託が保有する自社の株式に対する配当金1,000千円が含ま

れております。

２．１株当たり配当額には、記念配当３円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月12日
取締役会

普通株式 319,838 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、株式給付信託制度における信託が保有する自社の株式に対する配当金1,000千円が含まれて

おります。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２医薬品事業
医療用・研究用

機器事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,672,046 139,440 3,811,486 － 3,811,486

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 12,711 12,711 △12,711 －

計 3,672,046 152,152 3,824,198 △12,711 3,811,486

セグメント利益 192,685 19,131 211,816 802 212,619
 

(注) １　セグメント利益の調整額802千円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２医薬品事業
医療用・研究用

機器事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,045,315 102,736 4,148,052 － 4,148,052

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 8,156 8,156 △8,156 －

計 4,045,315 110,892 4,156,208 △8,156 4,148,052

セグメント利益 446,784 7,831 454,615 633 455,248
 

(注) １　セグメント利益の調整額633千円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

EDINET提出書類

ＪＣＲファーマ株式会社(E00973)

四半期報告書

14/18



(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ８円47銭 14円08銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 269,128 448,955

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

269,128 448,955

    普通株式の期中平均株式数(株) 31,791,205 31,887,262

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ８円41銭 14円01銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 211,866 165,955

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

――― ―――

 

(注)　株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託制度における信託が保有する自社の株式は、１

株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間

100,000株、当第１四半期連結累計期間100,000株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年５月12日開催の取締役会において、平成27年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 319,838千円

② １株当たりの金額 10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年６月25日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月５日

ＪＣＲファーマ株式会社

 取　締　役　会　 御　中

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　　　松　尾　雅　芳　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　　　矢　倉　幸　裕　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＣＲファーマ

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日か

ら平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＪＣＲファーマ株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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